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いうようなことで、再三ご指摘もしていただいたところでございますが、27年度におきましては、

そういうふうなゼロ歳児から２歳児までの児童を26年度よりは多く受け入れたいというようなこ

とでの体制整備としまして、保健師などの配置を現在計画しているところでございます。 

 以上です。 

○議長（藤井裕一君） 

 11番 佐藤文雄君の一般質問を終わります。 

 暫時休憩いたします。 

休 憩  午後 ２時５９分 

──────────────── 

再 開  午後 ３時０９分 

○議長（藤井裕一君） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 続いて、発言を許します。 

 ８番 古橋智樹君。 

［８番 古橋智樹君登壇］ 

○８番（古橋智樹君） 

 本日３番目の質問となり、お疲れのこととは存じますが、いましばしおつき合いのほどよろし

くお願いします。 

 質問前に一言申し上げます。 

 さきの当市市議会議員選挙におきまして、私の志に「一からやり直します」を掲げ、皆様方よ

り一方ならぬご支援を賜り、この市議会、そして行政関係の皆様方に再度お世話になることにな

りました。 

 私は、人間万事が塞翁が馬をモットーに、とことん発言、実行力で、机の上の論議を市民の皆

さん、ひいてはかすみがうら市の発展のために努めてまいりたいと存じます。どうぞよろしくお

願い申し上げます。 

 それでは、平成27年第１回定例会に当たり、通告に従いまして一般質問を行います。 

 まず、坪井かすみがうら市政は、地方創生へ何を目指すのかについて質問いたします。 

 坪井市長は、市長再選後の半年間、衆議院議員選挙、茨城県議会議員選挙、そしてかすみがう

ら市議会議員選挙を挟み、公務の傍ら、専ら多くの市民の皆様から意見吸収に時間を費やしてき

たものとお察し申し上げます。 

 その間にも、日本の政府は第３の矢の失速を補うべく、地方創生プログラムを今や構想から実

行段階へ踏み入ろうとしています。 

 日経平均株価も１万9000円に迫り、鬼門の２万円超えをするために、日本政府も躍起となり、

この地方創生プログラムで基礎的な国づくりの改革を目指すものであり、あわせて地方のまちづ

くりをさらに目指すものでございましょう。そして、為替円レートがデフレ克服とのせめぎ合い

の状況をよそに、世界の局所では極悪非道なゲリラや反日への軍備を投資するやからがマネーロ

ンダリングを続ける世の中もありますが、私たちはそのようなあしき世界があろうとも、さてま

た住めば都も魅力度全国最下位との茨城のやゆを受けようとも、このかすみがうら市をいとおし
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く、この皆様方との一期一会の人生に与えられたこの地方創生の機会を逃してなるまいと、座し

て死を待つのではなく、動かなければ変わらない、このかすみがうら市を坪井市長はどのように

命令、指示なさるのかとともに、地方創生のテーマである「まち・ひと・しごと」について、こ

のかすみがうら市に地元の還元を目指す税収的な見地から費用対効果の執行部としての取り組み

についてをお伺いいたします。 

 １点目、坪井市長は、市長２期目就任後、現政府施策の地方創生を初めとした機会に、現在ま

で何を対策として講じてきたか伺います。 

 ２点目、坪井市長は、今後地方創生枠へどのような体制で対策を講じるのか伺います。 

 ３点目、市内の産業分類分野ごとの事業規模、労働人口、賦課等の要因をどのように捉え、地

方創生を当市に取り込めるのか伺います。 

 ４点目、かすみがうら市の地の利として、近隣との協調として、基幹道路の計画、そしてイン

フラ整備に限らず、地方創生枠の機会をどのように取り込めるのかお伺いいたします。 

 次に、学校教育の箱物から教育内容の充実予算へのシフトについて質問いたします。 

 温故知新といたしまして、現代の基礎となった明治時代の教育予算でございますが、国家予算

の３割を割いて今の日本があるという逸話がございます。現在の日本の国家教育予算は全体の１

割弱ほどともされておりますが、明治時代になぜ３割も計上して強い国家を実現したか。江戸時

代の士農工商における格差や、儒学を根本的にまことに役に立つ教育内容に改めなければ、諸外

国に追いつけないとの判断でございましょう。 

 さて、昨今の教育予算の現況は、昨日の矢口議員の質問にありましたように、学校統廃合、小

中一貫校の先進例が見受けられます。私は、これら人口減少による合理化とともに、教育内容の

充実を図るべき、そして特にこのかすみがうら市が特色あるまちづくりを狙うならば、原点回帰

した学校教育、各教科の取り組みに力を注ぐべきとも考えます。 

 地域によりましては、子どもたちの才能、遺伝子は異なります、例えばつくば市の研究学園都

市の子どもであれば、論理的な研究者の思考の傾向であろうと察しますが、このかすみがうら市

は農業、工業、商業のエンジニア的な技術志向の傾向であろうと私は思うところでございます。 

 また、当市の教育費は、景気低迷の長引くことから、昨今の健全財政化も強まり、さらには

３・11の震災の背景も加わり、学校の施設充実ばかりに偏り、当市の子どもたちに適した教育振

興費の充当がやや不足した結果、皆様もご承知の学校現場での苦労が起こってしまった要素であ

ろうとも私は察するところでございます。 

 そして、今後は未来を担う子どもたちには、子どもたちの将来に役立つ考え方を各教科から学

び取っていただきたいと願うものであります。近年の学習指導要領を補完する理科の観察実験指

導や英語のＣＬＴ、情報教育のＩＣＴなど、文科省のフォーマットをごく一般的に与えるのでは

なく、物心が養われる小学校の年代こそ、例えるならば算数で数学的な考え方を育てるような取

り組みを、さらには国語ほかさまざまな教科におきましても、おのおのの子どもたちが得意な教

科を見つける機会、動機こそ学校を楽しいと思わせ、ひいてはかすみがうら市の特色の目標であ

ろうとも考えられます。 

 ぜひ、これらが小学校から中学校へ進学し、学校現場の生徒指導の負担軽減に結びつかせる仕

組みを目指していただきたいものでもございます。点数を獲得するためのアルゴリズムのような
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機械的、形式的な教育強化ではなく、人生将来にわたって役立つ考え方を、小学校期から知的コ

ミュニケーションを養わせるというポイントでございます。そのために、教育振興費をまずは他

市町村同等に捻出していただきたいという趣旨で伺うものでございます。 

 １点目に、合併以来の市政において、学校教育における校舎建てかえや統廃合など、施設設備

関連事業への配分が決算としてどれだけまことの教育振興費を圧縮してきたのか。近隣市との教

育実績をもとに見解を伺います。 

 ２点目、統廃合案件を踏まえ、よりよい健全性や学業・運動実績を目標に教育振興費を組み立

てるべく、市独自の教育事業として、未来を担う子どもたちとかすみがうら市のために今後どの

ような内容を計画・立案して目指すべきかお伺いいたしまして、以上第１回目の質問といたしま

す。 

○議長（藤井裕一君）

答弁を求めます。

市長 坪井 透君。

［市長 坪井 透君登壇］ 

○市長（坪井 透君）

古橋議員の質問にお答えをいたします。

初めに、１点目１番及び２番、地方創生におけるこれまで講じてきた対策及び今後の対策につ

きましてお答えをいたします。 

 地方創生は、地域がみずから考え、実践していくことが必要でありまして、そのためには、地

域総ぐるみで取り組んでいかなければならないというふうに考えているところであります。さら

には、地域外の有識者、専門家なども加えまして、検討していかなければならないというふうに

思っております。 

 私は就任後、さまざまな分野の方々と意見交換を行う中で、市の目指すべき今後の方向性を自

分なりに考えてきたところでございますが、来年度において、本市の人口ビジョンや総合戦略を

策定をする中において、さまざまな分野の代表の方々や専門家の意見を踏まえ、また市役所内に

もこれまでのような硬直的な組織体制にこだわらない意見集約、アイデアの創造を図っていくべ

きだというふうに考えているところであります。 

 どのような体制でとのご質問でありますが、去る２月20日付でかすみがうら市まち・ひと・し

ごと創生総合戦略本部を立ち上げました。本部構成につきましては、市長、副市長、教育長を初

め、各部長級職員で構成をしておりますが、専門部会も設けまして、機動的に検討を進めてまい

りたいというふうに考えておりますし、有識者や専門家による会議も立ち上げてまいりたいとい

うふうに考えております。 

 また、総合戦略策定の過程におきましては、市議会におかれましても何度も議論をお願いする

必要があると考えておりますので、ご協力をお願いをいたします。 

 いずれにいたしましても、地方創生にかかわる総合戦略は、平成27年から31年までの５カ年の

計画でありますから、何が最もかすみがうら市にとって重要なのか、必要なのか、本市の総力を

結集して議論できるような体制の整備に努めていく所存でございます。 

次に、１点目３番、地方創生におけます産業分類分野の要因の捉え方と本市への反映につきま
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してお答えをいたします。 

 産業としての第１次産業であります農林水産業、第２次産業としての製造業、第３次産業とし

ての商業等のサービス業のいずれにおいても、本市においては縮小化が見られるような厳しい状

況ではありますが、これら本来の産業の強みを生かし、積極的に地域に反映・還元する仕組みが

必要であるというふうに考えております。 

 特に第１次産業につきましては、課題も多くありますが、６次産業化などチャンスも多いと考

えておりますので、地方創生におきましては極めて重要なテーマと考えておりますし、第２次産

業としての製造業は、政府も企業の地方移転を積極的に進めるべきとしておりますから、取り組

むべき分野であるというふうに考えております。 

 いずれにいたしましても、ご質問のとおり、産業の分析を進めて地方創生に取り入れるという

考え方は不可欠であるというふうに考えております。この際、国から提供される予定の地域経済

分析システムにおいて、いわゆるビッグデータの活用が可能となってまいります。議員指摘の点

につきましても、当システムを活用いたしまして、計画に盛り込んでいきたいというふうに考え

ております。 

 次に、１点目４番、地の利を生かし、近隣と協調した地方創生枠の本市への取り込みについて

お答えをいたします。 

 地方創生におきまして、複数の市町村などが広域的に連携した取り組みに対しまして、交付金

の上乗せも検討をされております。広域観光や都市農村交流などで複数市町村との連携を初め、

自治体が提案します事業に対して広域連携の視点を含めることは、今後極めて重要であるという

ふうに考えております。 

 政府において地方版総合戦略策定のための手引の中で、市町村間の連携、都道府県と市町村と

の連携を留意点の一つとして示し、定住自立圏や連携中枢都市圏の形成を初め、広域連携の施策

に積極的に取り組むことが期待されるとしていることから、広域連携の視点について積極的に配

慮していきたいというふうに考えております。 

 次の２点目、学校教育の箱物から教育内容の充実予算へのシフト、１番、学校教育におけます

真の教育振興費の圧縮については教育部長から、２点目２番の未来を担う子どもたちのための今

後の計画立案につきましては教育長からの答弁とさせていただきます。 

以上でございます。 

○議長（藤井裕一君）

教育長 大山隆雄君。

［教育長 大山隆雄君登壇］ 

○教育長（大山隆雄君）

２点目２番、統廃合案件を踏まえ、よりよい健全性や学業・運動実績を目標に教育振興として

組み立てるべく、市独自の教育事業として、未来を担う子どもたちとかすみがうら市のために、

今後どのような内容を計画立案として目指すべきか問うとのご質問にお答えいたします。 

 教育環境の充実を図るためには、校舎の大規模改修や耐震化など施設設備や、学校図書館司書

などの人的配置の充実も必要ですが、子どもたちにとってより身近な先生たちの指導力の向上や

スキルアップも大変重要であると認識しております。
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 先生方への指導力の向上の取り組みとしましては、今年度、平成26年度から、授業力向上研修

講座として各学校の教科主任を対象に、外部講師による国語及び算数の模範授業の参観、研究協

議を行い、子どもたちの学習意欲が湧くような授業づくりを学んでいただきました。 

 参加した先生方には、研修で受けた内容を各学校へ持ち帰り、同僚の先生方へも広く伝えてい

ただくことで、全体的なレベルアップにつながったものと考えております。 

今後も、学習指導方法の改善を図る授業を計画してまいりたいと考えています。 

 また、今回の定例会で審議をお願いしております市いじめ防止等に関する条例の制定に伴い、

児童生徒へのいじめ防止プログラムの取り組みを進めることとしているように、児童生徒の健全

な育成に資する授業にも取り組み、さらなる教育振興を図っていきたいと考えておりますので、

よろしくお願いいたします。 

以上です。 

○議長（藤井裕一君）

教育部長 飯田泰寛君。

［教育部長 飯田泰寛君登壇］ 

○教育部長（飯田泰寛君）

古橋議員さんの質問にお答えいたします。

私からは、２点目１番の合併以来の市政について、学校教育における校舎建てかえや統廃合な

ど施設設備関連事業への配分が決算としてどれだけまことの教育振興費を圧縮してきたのか、近

隣市の教育実績をもとに見解を伺うとのご質問にお答えをいたします。 

 平成17年の合併以来、当市における学校施設の整備としましては、志筑小学校の移転整備を初

めとしまして、下稲吉中学校校舎、下稲吉東小学校の耐震補強、下稲吉小学校屋内運動場及び西

校舎の改築等や、統合中学校となりました霞ヶ浦中学校及び平成28年４月に開校を予定しており

ます霞ヶ浦地区統合小学校の施設整備、さらには新治小学校、上佐谷小学校の校舎耐震化も図っ

ていくこととし、児童生徒が安全に安心して学ぶ環境の整備に努めているところでございます。 

 また、まことの教育振興費の圧縮とのご指摘でございますが、小学校教育振興費、中学校教育

振興費を決算額ベースで見ますと、例年ほぼ同規模であり、縮小というふうには考えてございま

せん。 

 なお、近隣市町村間における一般財源における教育振興費の比率及び児童生徒１人当たりの教

育振興費の割合などについては、土浦市、石岡市、つくば市の決算を確認させていただきました。

それぞれ、教育振興費に含めている事業内容に差異が見られるため、一概に比較することは難し

いものであるというふうに考えているところでございます。ご理解のほどお願いいたします。 

○議長（藤井裕一君）

８番 古橋智樹君。

○８番（古橋智樹君）

それでは、再質問をさせていただきます。

まず、地方創生関連の質問でございますが、私は、現在の政府が地方創生の構想を練り始めて、

霞が関の再編成をして、ここ最近、ここ数カ月のことではなく、ある程度地方創生の、東京に一

極集中している形を地方に分散させ、そして各地域が独自の特色を生かして循環を目指すという
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ことから、私は早い先進の取り組みでは、狙うべくところは同じですから、もう既に要望の段階、

相談の段階まで行っているところも恐らくあるとは思うんですが、当市が何ゆえそのように、私

がこう改めて質問するようになった感触として、遅くなってしまったのか。執行部としては遅く

はないというご見解だと思うんですが、私からすれば、もうちょっと早い取り組みができたので

はないかと考えるところであります。 

 総合戦略のチームをつくることは大いに結構なんですが、余り、今までもかつての昭和、平成

と歩んでいく中でもそういった大規模な会議、合議体を持ってまちづくりを検討してきたという

ことはあると思うんですが、どちらかといえばその場を消化してきたというような、消極的な言

い方になってしまいますが、特段に費用対効果があったということよりも、国・県から国庫金、

交付金をいただいてその予算を実行させる根拠というところが実際のところだと思うんですが、

私は、この株価が２万円上がるまでに3.11もあって大分時間を要しました。だからこそ、ここは

絶対後戻り、また２万円から下に下がってしまうようなことがないように全国の市町村が取り組

んでいると思いますが、このかすみがうら市、皆さんの行政経験をもってかすみがうら市はどう

いう特色なんだというのは、地方創生のフォーマットメニューが流れてこなくても、私は取り組

めたものと、国の予算がつくんだという意識でもっと早く先手を打つ。そして、４月１日の国の

箇所づけの予算発表のときに、まずはかすみがうら市これをとったという、そういった私は取り

組みをしていただきたかったと考えるところではございますが、そこに至れなかった、これから

まず会議だという、そのあたりについて何か執行部としてのご意見をお聞かせいただきたいと思

います。 

○議長（藤井裕一君）

市長公室長 木村義雄君。

○市長公室長（木村義雄君）

今の東京一極集中、人口減少、今始まったことではありません。これは平成のバブルの、昭和

60年代の後半から始まってきているものでもございます。そういう中で、国は本当にその人口減

少をどういうふうに捉えてきたかという点については、少し見方が甘かったかなと、私自身はそ

う考えております。私ら職員といたしましても、その部分についてはいつも頭の中に置いて絵を

描いてきたという持論は持っております。 

 そういう中で、先ほど市長の答弁にもありましたように、国の伴走的な支援の中で、地方とし

ていかにみずから考えを出して実行していくかという点が重要なキーポイントであるというふう

に私は認識をしております。それが、今現在総合戦略と合わせたキックオフ体制かなという捉え

方を私はしております。 

過去の議論で有識者会議というようなご指摘がありましたが、今回の場合につきましては、メ

ンバーの選出については産官学金労と、これまで実践をしてきた方を含めた中で現在は考えてい

ると。例えば、労働団体であれば、先ほど質問の中にありましたように、技術者等を含めた中、

あるいは、金融機関が今どういう動きをしているかというのも察知をしてございます。そういう

ものを含めた中で連携を図ってまいりたいという考えでもございます。 

以上でございます。 

○議長（藤井裕一君）
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８番 古橋智樹君。 

○８番（古橋智樹君）

今のご答弁からすると、その総合戦略の準備に時間をかけて、坪井市長が選挙公約で掲げてき

た、坪井市長がかすみがうら市にとってマイナスの懸案事項であったという改善に時間を費やし

てきたのかなというふうに私は捉えたいと存じます。 

 そして、その質問を続けさせていただきますが、総合戦略、私もまだ平成27年度の予算案につ

きまして網羅しているわけではございませんが、この質問の機会にあわせてご答弁をいただきた

いんですが、その総合戦略を組むために予算をいかほど組まれているのか。概要で結構でござい

ますので、ご答弁をお願いします。 

○議長（藤井裕一君）

市長公室長 木村義雄君。

○市長公室長（木村義雄君）

現在のところ、先般全員協議会でもご報告をしたとおり、国の緊急対策事業といたしましては

6667万4000円、それから地方創生先行型事業の中では4464万4000円という現在の補正予算として

組まさせていただいております。ただ、この地方先行型については、これからの総合戦略をもっ

て対応するということでもございますので、その策定を10月までに実施をすることになります。

その中で、交付金をどの事業にどれだけ充てるかというようなことは考えております。 

以上でございます。 

○議長（藤井裕一君）

８番 古橋智樹君。

○８番（古橋智樹君）

私は、中根議員の質問にもあった、事業としてではなく、総合戦略のチームとして編成するの

にどの予算を概要として設けているかということをお尋ねいたしました。お願いいたします。 

○議長（藤井裕一君）

市長公室長 木村義雄君。

○市長公室長（木村義雄君）

有識者会議のことになろうかなというふうに思います。月２回から３回ぐらいを予定しなけれ

ばならないという考えでもございます。報償費等あたりが主になってくるかなと思いますが、何

せまだ空想というか、今は発想の段階でもございますので、その幾らぐらいかかる、幾らぐらい

予算化するという部分については、また議会のほうにも改めてご報告をさせていただきます。 

○議長（藤井裕一君）

８番 古橋智樹君。

○８番（古橋智樹君）

私がこの４月１日にとっていただきたい、仮にとれなくてもお願い・相談をできたチャンスと

いうのは、かすみがうら市は統一地方選に入っていないんですよ。だからこそ、ほかの市町村よ

りも早く取り組めるのかなと私は考えておりました。ここに来て、改めて総合戦略チームで地方

創生を目指すということで、大いに結構でございますので、私は今後余り手間暇を余分にかけ過

ぎずに、先ほど中根議員の答弁にありましたような、企業立地なら企業立地の相談に行けるよう



- 52 -

な、もう先行して国の予算の枠をとりにいけるような動きをやっていただきたいというふうに思

う次第でございます。 

 それで、私は、かすみがうら市の特色ということで、改めてこの質問に際しまして幾つか書類

を執行部にお願いいたしまして、皆様のお手元にあるかと思います。当市の所得税、530億のか

すみがうら市民の方の所得があるという円グラフつきのものと、そして人口ピラミッドですね。

かすみがうら市が近隣の先進地そして茨城県全体とどのような人口構成の比較があるのか、そし

て、当市の先ほどの市民の方からいただいた税金、そして国の交付税をもとに公共事業としてど

れだけ25年度で発注して、その発注が、どのような地域に発注して金額が流れているのかという

書類をつくっていただきましたが、かすみがうら市のまず人口ピラミッド、地方創生としてもち

ろん国全体としては団塊の世代と団塊のジュニアの突起点をもとに、少ない人口の年齢世代をど

のように補っていくかということがテーマだと思うんですが、かすみがうら市におきましては、

右隣のつくば市と比べて一目瞭然のように、若い就労世代が少ないということが明白でございま

す。 

 私は、あすの施政方針の中でも伺うつもりでおるんですが、この地方創生にとっては、つくば

市よりはかすみがうら市のほうがいろいろ面倒見ていただかなければならないという条件が、こ

のグラフにあらわれていると思います。 

 まずは、こういったところを、本来ならばもう私は分析してあって、私がつくらなくとも逆に

ご提示いただけるような状況であっていただきたいと思いましたが、このような状況を市長にお

尋ねしたいんですけれども、このかすみがうら市、県の平均から比べても形的に若い世代が細い。

これが地方創生に取り組んだからといって、右隣のようなつくば市になる可能性というのは、市

長としてはどのようにお考えでありましょうか、お尋ねいたします。 

○議長（藤井裕一君）

市長 坪井 透君。

○市長（坪井 透君）

私どもかすみがうら市のまず高齢化率、ご承知のように26.数％というようなことで、市の平

均でやや高い、約平均でありますけれども、そんな状況の中でまず考えなくてはならないと思っ

ています。そして、つくば市の場合、特にＴＸ線沿線に非常に今新しい住宅地が張り付いてきま

して、非常に活気があり、地域振興が図られているわけでありまして、非常にそういった意味で

は、我々もある意味では大変すばらしいなというふうに期待をしているところであります。 

 しかし、私ども、こういった環境の中で、やっぱり我々生まれ育った、そして逆西地区には新

しい方々の地域もあるわけでありますから、そういった皆さんがまずこの地域に住んでいること

を誇りに思って頑張ってもらえるような、そういった環境をつくらなければなりませんので、一

番やっぱり地方創生もまち・ひと・しごとというふうに言われますように、まちのビジョン、そ

れから人、いわゆる人口ビジョン、そして仕事とあるわけでありますが、一番大事なことは、や

っぱり仕事、働き場を確保するということが一番だというふうに考えておりまして、そのために

どうするかということをやっぱり考えていかなくてはならないということで、地場産業を含めて、

地域の環境を生かしたことをアイデアを考えながらやっていきたいという、そういった思いでい

るところでございます。 
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○議長（藤井裕一君）

８番 古橋智樹君。

○８番（古橋智樹君）

さすがに市長でもこの人口を改善、数％させますと言うには、これは難しい問題でありますの

で、言えないと思います。つくば市は、ご承知のとおり、私の若輩者が言うまでもなく、かつて

は同じ新治郡という形で、今６町村ですか、合併した形になっておりますけれども、かつては同

じような松林で何もないと言ったら失礼かもしれませんけれども、今のような研究学園都市はも

ちろんない中、先人たちはそこで合併して何とかこの地域を立て直そうとして、今のつくば市が

あるわけでございます。そのときに、当市はそのような取り組みをしなくてもそこそこやってい

けるという自負もあって、今が、このかすみがうら市があると思います。その差でありますから、

やはりこの地方創生ということも大事にしつつ、私が言いたいのは、何も合併が消極的なことで

はないということも含めて、総合戦略の中では十分検討するに値するものであろうと私は考える

んですが、もちろんこの国の予算をスルーするための組織ではなく、そういったものも含めて総

合戦略というものはお考えになるんでしょうか。お尋ねいたします。 

○議長（藤井裕一君）

市長公室長 木村義雄君。

○市長公室長（木村義雄君）

総合戦略の一番の大きな目的、人口減少をいかに食いとめていくか、いかに現在の人口を維持

していくかというところが大きな課題でもございます。また、それが目的でもございます。それ

には、先ほど市長からお答えがあったように、若い人がいかに働く場をつくっていくかというこ

とが一番の大きな目的でもございます。その中には、本市に仕事をつくって安心して働ける場所、

そこで仕事が生まれ、人が発生をすると、それが市の好循環につながってくるというふうには思

っております。そういうところをしっかりと今後議論してまいりたいというふうに考えています。 

○議長（藤井裕一君）

８番 古橋智樹君。

○８番（古橋智樹君）

その地方創生で雇用の拡充を目指すということでありますけれども、大概にして国の国庫金絡

みの雇用の拡充施策、私のこの40年余りの人生の中で、やはり相談しやすいところにそういった

予算、制度は流れてしまう。いわば大企業、この市であれば日立建機さんなどと、当市におきま

しても税収面で大変お世話になっているわけではございますけれども、そういった大企業等、あ

る程度実績のあるところの交付金のやりとりの後ろで、中小企業も少なからず地元のために貢献

したい、雇用でも貢献したいという気持ちもありますし、ましてや住民税も今度は特別徴収で協

力していくということでございますので、その地方創生の総合戦略チームのほう、こういった中

小企業にはどのような配慮ができるのかとお尋ねしたいのですが、そこで、中小企業というと商

工会さんにご相談すれば十分配慮ができると思いがちなんですが、私は必ずしも商工会の会員の

皆さん方だけではないと思いますので、そのあたりの中小企業の商工会に属さない、そして納税

をいただいている皆様方への配慮というのは、どの程度意識を持たれているのかお尋ねしたいと

思います。 
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○議長（藤井裕一君）

市長公室長 木村義雄君。

○市長公室長（木村義雄君）

先ほどのご答弁の中で、いかにその有識者会議をどこまで掘り下げるというか、人材を見つけ

ていくか、あるいは立派な経験者、実践者のご意見を伺っていくかというご答弁を申し上げまし

た。まさにその辺については、ある団体からの推薦というわけではございません。この制度その

ものがそこまで真剣になって日本をまた支え直すということでもございます。それはかすみがう

ら市にとっても同様でございますので、そこは十分に配慮しながら、有識者会議のメンバーを選

出してまいりたいというふうに考えております。 

○議長（藤井裕一君）

８番 古橋智樹君。

○８番（古橋智樹君）

その総合戦略でぜひそういった事業者としても、私も事業者の小企業の一人でございますけれ

ども、なかなか市にお役に立てないかもしれませんけれども、頑張るつもりで地元で商売を行っ

ております。ぜひそのあたりの配慮も賜ればと思います。 

 それで、先ほど書類を作成を依頼した中の、総務分の公共事業の発注をごらんいただきたいん

ですけれども、実は、東京一極集中という、地方創生の解消するという目標がありますけれども、

当市の一般会計百五十、六十といった億円の中で、公共事業総計を契約した内容を見ますと、複

数年で繰り越しているものは除いているということなんですが、17億しかないんですね、たった

の。私はもうちょっとあるのかなと思ったんですが、そのうち１割が東京の事業者に流れている

という実態もあります。 

 私は、いろいろ今回の定例会に、施設の管理のいろいろルールを事細かに設けていただいてお

りますけれども、ぜひ、入札工事等は本店所在地、入札の条件をいろいろつくって苦労されてい

るのは承知なんですが、ほかの契約の公共事業につきましても、何か市の税収として、そして雇

用としてつながるようなものを、私はぜひこの地方創生の戦略の中で改めてポリシー的なものを

設けて、最終的に契約に参加、入札に参加できる業者は雇用をもっと市に協力すると、そういっ

たポリシーを組み込むべきと思うんですが、そのあたりは可能であるのかどうかお尋ねいたしま

す。 

○議長（藤井裕一君）

市長公室長 木村義雄君。

○市長公室長（木村義雄君）

先ほどお答えいたしました本市に本店という形での入札、落札ということになるかなと思いま

すが、本市の事業者に仕事をつくる、またそれが安心して働けるようにするという一つでもござ

います。仕事が生まれ、新しい人の流れができて、新しい産業が創出する。これはまさに本市に

とっても好循環というふうに捉えておりますので、その辺も具体的な中での検討というか、協議

の案件にさせていただければなというふうに思います。考え方として、私は今述べさせていただ

きました。 

○議長（藤井裕一君）
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８番 古橋智樹君。 

○８番（古橋智樹君）

私は、建設工事はある程度ルール、慣例ができておりますので、それ以外の公共発注を、地方

創生の趣旨に沿った形で税収が入るようなポリシーを組んでいただきたいということでございま

すので、ぜひ従来の建設工事の制度に限らず、ほかの公共発注につきましても地域の循環を設け

るためにご検討いただければと思います。 

 そしてもう一つ、円グラフの所得状況の書類に基づいて地方創生をお尋ねしますが、特に坪井

市長は、あすの質問の中でもお尋ねする予定でおるんですが、このグラフを見てのとおり、農業

所得者というのは全体の1.5％で、大概の方が、86％の方が給与をもらっているという状況であ

ります。けれども、これまでのかすみがうら市の歩みですと、比較的第１次産業、農業に対して

手厚くやってきた状況であります。私は農業を営んでおりませんので、商業の立場からすれば、

税制の農地の賦課などが宅地の課税に比べれば十分私からすればうらやましい形でもありますの

で、ぜひ国の地方創生の事業に限らず、市の事業でも、やはり地域の循環というものを見詰め直

したときに、農業ばかりが特色ではないという点も配慮いただきたいと思うんですが、これにつ

いてご認識をお伺いいたします。 

○議長（藤井裕一君）

市長公室長 木村義雄君。

○市長公室長（木村義雄君）

今、産業別の要因の捉え方ということでご指摘をいただきました。ただ、そういう課題の中で

年々縮小化が見られているというのも現状でもございます。しかし、この厳しさを、このピンチ

な状況を、また豊かな本市の特性を生かしてさらに発展をさせていくというのも一つでもござい

ます。 

 先ほど答弁しなかったんですが、農産物の企画商談会なんかも既にやってございます。その中

では、市内の農家の方々が大手のスーパーとの契約なんかもございます。また、大手スーパー等

からの話し合いも来てございます。それだけ地方創生、国の考え方がどんどん地方へ向けて、大

手企業なんかもそういう形に見えているのかなという感じがしております。 

 こういうことの取り組みなんかも含めて、今後の検討というか、ますます企画をつくっていき

たいなという感じではあります。 

以上でございます。 

○議長（藤井裕一君）

８番 古橋智樹君。

○８番（古橋智樹君）

私は、ずばり言いますと、こういった課税の分布であるのに、さきのような歩崎に１億5000万

も直売所を新たに供給の設計もなく設けたということが、私が市議会に戻る前のことであります

が、大変驚きでもありますので、新たに総合戦略という中では、そういった実績をベースにしっ

かり根拠を整えていただきたいと思う次第であります。 

続きまして、２点目の教育関連の質問の再質問をさせていただきます。 

ご答弁いただきましたが、再度明確にご答弁をお願いしたいんですが、私は、先ほどの地域創
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生のときの特色と同じようなんですが、当市にとっては何か得意科目はないのかというのをお尋

ねしたいんですよね。あえて全国で、茨城県内でかすみがうら市が総合順位何位だということは

お尋ねしませんけれども、その中で、うちの子どもたちはこういう科目が得意なんだ、そういう

こともこういう議会の中で認識していくことも大事だと思うんですが、何かそういうここでご説

明いただけるようなかすみがうら市の子どもたちの状況というのはございますか。 

○議長（藤井裕一君）

教育長 大山隆雄君。

○教育長（大山隆雄君）

ただいまの質問にお答えします。

当市では、読書の時間というものを数年来重視してきております。それで、朝の自習の時間を

読書の時間に充てて、それで理解力などを高めるというようなことに資するということも含めて

取り組んできているというところもあります。 

 これによって、落ちついた一日の生活のスタートにつながる。あと、国語の読解力向上にも多

少プラスになっているんではないかというようなことで、結果としても、国語の学力テストの結

果などについてはいい結果が出ているんではないかと認識しております。 

以上です。 

○議長（藤井裕一君）

８番 古橋智樹君。

○８番（古橋智樹君）

今大山教育長からありました国語に関して、当市の教育振興費というのはどういう予算措置が

あるんですか、ないんですか。お尋ねいたします。 

○議長（藤井裕一君）

教育部長 飯田泰寛君。

○教育部長（飯田泰寛君）

国語に関してということでの資料は特に持ち合わせておりませんが、ピックアップしますと、

教育振興費は一番大きく占めるものは需用費、需用費というのは教材費等の消耗品類です。それ

から、使用料、こちらはパソコンの借り上げ使用料。それから、扶助費と申しまして、就学支援

費。ですから、学校の国語に関してという意味でいうと、特別に集計したものはございませんの

で、ご答弁申し上げることはできません。大変失礼しました。 

○議長（藤井裕一君）

８番 古橋智樹君。

○８番（古橋智樹君）

私は、具体的に数字はお答えなくても、恐らくないと思っておりましたので、教育長が命令し

た号令を各学校の先生方がそのようにお努めいただいた手間ということだけだと思いますので、

しかし、それでうまくいけば、やはりそこに投資して成果をもっと出すというのは、私は教育振

興費の本来のあり方だと思いますけれども、その点についてはいかがでございましょうか。 

○議長（藤井裕一君）

教育長 大山隆雄君。
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○教育長（大山隆雄君）

学校現場においては、この読書に偏ったというか、特に読書に力を入れて、ほかの教科の自習

の時間に充てるということがなくなっては、国語だけ重視するということにつながるんではない

かというような、そういうようなご意見も学校現場では出るときがあるというようなことを聞い

ております。ただ、特に１年生あたりから、そういうことを習慣として位置づけていくことによ

って、短期的なものではなく、長期的に考えていけば、大変有効な施策であると考えて、私も現

場にいたときには、これについてはかなり推奨して実施に取り組んできたところであります。そ

ういったところから、かなり一つの何か子どもたちにこういった力をつけさせたい、あるいは習

慣をつけさせたいという意味では、何か特化して取り組むということも大変有効な手立てではな

いかと考えております。 

○議長（藤井裕一君）

８番 古橋智樹君。

○８番（古橋智樹君）

私は教育に関しては素人の類いだとは思うんですけれども、やはり子どもたちが教育よりイン

ターネットの中の情報のほうが興味深いから、どちらかといえばそちらに走ってしまって、それ

が悪い方向に向かっていったりするわけでございますので、私は、だからこそ教育振興費という

のはそういった大山教育長が成果を出しつつあるようなものに予算措置していくべきと思います

が、財政部門にお尋ねしますが、地域創生というものは、そういった教育関連、そして地方創生

に限らずそういったところに教育費として配慮することは従来どおりなんですか。今後はどのよ

うにお考えになるんでしょうか、お尋ねいたします。 

○議長（藤井裕一君）

市長公室長 木村義雄君。

○市長公室長（木村義雄君）

地方創生というよりは、市の財政の中での考え方でございますが、ここまで統合小学校の整備

あるいは老朽化対策ということで、これまでも進めてきた経緯がございます。これが過ぎれば、

ある一定の費用に戻していくというのが私ども現在の考え方でございます。 

○議長（藤井裕一君）

８番 古橋智樹君。

○８番（古橋智樹君）

近隣の評判に限らないんですが、やはり学校教育がいいという評判は、人口をふやすという目

標に至っては、かなりウエートが大きいと思うんですね。つくば市、確かに研究学園都市の町並

みが立派だから人が集まっているということもあります。研究所があるからということもありま

す。ご承知のとおり、しかし教育のレベルが高い、そういうところでふえているという実態もあ

るわけでございますから、私は、それこそ地方創生の狙うべき一つでもあろうと思いますが、こ

の私の考えにつきましてご見解はいかがでございましょうか。 

○議長（藤井裕一君）

市長公室長 木村義雄君。

○市長公室長（木村義雄君）
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 先ほど私の答弁の中では、施設整備に係る経費がこれまで伸びてきたという考えの中でご答弁

を申し上げました。内容の充実が、さらに充実をしてくるということであれば、そこの部分につ

いてはやはり投資あるいは予算を増加するという考えではございます。 

○議長（藤井裕一君）

８番 古橋智樹君。

○８番（古橋智樹君）

私は、かすみがうら市の昨今の消極的な案件が起こる、起こってしまった、これは振り返れば

十分に教育に楽しい授業として認識させてあげることができなかった、そういう責任を思う次第

であります。ですから、教育振興費というものに、子どもたちが興味関心を増して保護者たちも

それに理解を示し、その評判がかすみがうら市の人口につながるという仕組みに目指していただ

きたいと思うのでございます。 

 さきの、今回も出ておりますが、子育て支援に関する予算の投資というものは、私は手厚くし

過ぎたところでも、親の負担軽減が幾分軽くなったところで、子どもの家庭教育がよくなるとは

私は考えておりませんけれども、この考えにつきましては、市長、いかがでございますか。子育

て支援を手厚くしたところで、私は親の負担が軽くなるだけで、子どもの家庭教育が改善すると

いうものではないと思うんですが、いかがでございましょうか。 

○議長（藤井裕一君）

市長 坪井 透君。

○市長（坪井 透君）

子どもの教育にとって、学校の役割、それから親の役割それぞれあると思います。そういう中

で、やっぱり子育てはいいということは、それはある意味ではすばらしいことではありますけれ

ども、考え方の中で行き過ぎた場合に、親の責任をもある意味では薄くするような、そういった

施策であれば、逆にマイナスな面もありますから、その辺の親と学校、地域の関係をやっぱり相

乗的によくしていくような、そういうことが必要かなというふうに私は考えております。 

○議長（藤井裕一君）

８番 古橋智樹君。

○８番（古橋智樹君）

ありがとうございました。

決して私は子育て支援に予算を投じることは否定するものではありませんが、手厚くやるとい

う余力があるのならば、教育振興に予算を投じるべきという考えでお尋ねしました。昨今の学校

で起きた消極的な案件、私は、先ほども申し上げましたが、特に千代田地区におきましては、志

筑小学校の予算を整備にお金をかけてきました。そのことによって、ちょうど時期的に行政は財

政健全化という全国的な財政を厳しく見詰め直すという流れになりましたもので、その中である

程度の相場の施設整備の予算を伴う中では、私は教育振興費に予算が流れなかったのかなという

ことで、実質圧縮のような形になってきたのではないかというふうに今回お尋ねをしているので

ありまして、私は、今からぜひ将来を担う、ましてや少数精鋭なんですから、その子どもたちに

効率的な能力を養ってもらうということでは、予算を措置すべきというふうに考えております。 

 とりとめのない質問になってしまいましたが、ぜひこの地方創生と教育というのを、私はかす
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みがうら市の起点として来る総合戦略の取り組みにぜひ踏まえて努めていただきたいということ

を申し上げまして、私の一般質問を終わります。 

○議長（藤井裕一君）

８番 古橋智樹君の一般質問を終わります。

──────────────────────────────────────────

○議長（藤井裕一君）

以上で本日の日程は全部終了しました。

次回は、あす３月６日定刻から会議を開きます。

本日はこれにて散会します。

ご苦労さまでした。

散 会 午後 ４時１７分 


